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　農地中間管理事業を効率的かつ効果的に推進するためにも、集落による継続的な話合いによる「人・農地プラン」や「集落ビジョン」の作成・見直しを進める。併せ
て中山間直払協定組織や集落営農任意組織の意向把握等により、将来の人と農地の課題の解決と合意形成を計画的に図る。
　また、研修会等を通じて農業者への意識啓発を図るとともに、地域農業再生協議会や普及組織と連携しながら、農地の受け手となる担い手の育成（集落営農の広域連
携や法人化、サポート経営体、個別経営体の規模拡大や法人化、新規就農者の育成等）を推進していく。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
　１９市町村全域をカバーするプランが作成で
き、各集落で中心となる経営体を位置付けるこ
とができた。このことにより、今後もプラン地
区での話し合いを継続することで、農地中間管
理機構を活用した地域内の農地利用の再編成が
期待できる。
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前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

13,510.0 15,070.0

30年度 31年度年度 27年度

　県地方機関において、「プラン推進隊」を設置し、市町村への情報提供や進行管理、また普及組織を中心にプラン作成のサポートを行った結果、１９市町村全域をカ
バーするプランの作成ができた。（Ｈ２６：２３９地区（作成予定数に対する１００％）→Ｈ２７：２３８地区（同１００％））
　このことにより、各集落で中心となる経営体が位置付けられ、農地集積の増につながった。（新規集積面積：Ｈ２６　５３８ｈａ　→　Ｈ２７　９６８ｈａ）

うち一般財源（千円） 0 0

達成率

11,357.0
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取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 8,605
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 市町村

（２）意図
　集落での話し合いにより、将来にわたる人と農地の問題を解決するため、中心となる経営体の位置付けとその経営体への農地集積計画を定
めた「人・農地プラン」を作成するとともに、中心となる経営体へ農地集積を行う農業者に対して「農地集積協力金」を措置することで、当
該経営体への円滑な農地集積を図る。

　市町村等が、農地中間管理機構を活用した担い手への農地集積・集約化、地域農業のあり方等を記載した「人・農地プラン」について、継続的な話合いと見直し
を行うための活動等に対して支援する。また、農地の受け手となる集落営農の組織化・法人化及び複数個別経営の法人化等の取組や法人経営に必要となる労務・財
産管理等の研修等を支援する。

評価実施年度： 平成２８年度

28年度 29年度

16,630.0 18,190.0

事務事業の名称 人・農地問題解決支援事業

事務事業担当課長 農業経営課長　栗原　一郎 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅰ－２－３
農林水産業の担い手の育成・確保

中心となる経営体への農地集積面積
目標値

担い手への農地集積面積（農地中間管理機構を介さないものを含
む）

　中心となる経営体が不在の地区について、隣接する地区と合わせた広域プランの作成等を指導したた
め、話し合いの単位と一致していない。

　人、農地、その他課題について、現在のプランを小さく分けることは難しいので、話し合いのできる組
織や単位で継続した話合いを行い、将来を見据えたビジョンづくりに取り組む必要がある。
　また、併せて集落営農の広域連携や個別集落営農組織の法人化等、農地の受け手となる担い手の育成を
推進していく必要がある。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

　 2016/12/13 17:13

・課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既存の事業説明資料などを活用し、効率
的・効果的に行ってください。
・上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいように、「５．評価時点での現状→６．成果が
あったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れとなるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。

－

　作成されたプランは、地区内の新たな担い手確保や農地利用の再編成につながっていない面がある。

６.成果があったこと（改善されたこと）


